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【平成３０年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 
A－ 

当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に

遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中

止が適当である 

（意見等） 

 本研究は、将来の探査で採取されるサンプル（はやぶさ２を想定）や隕石などの地球外起源物質の中

に含まれる微量な有機物を超高感度、高解像度で分析するためのインフラを整備する研究計画である。 
現在までアットモルレベル（10-18mol ）の組成を求め、空間分解能についても数十ミクロンレベル

の不均一性を見いだすことに成功しており、目標に向かって着実に進展している。本研究で開発した手

法を多くの資料に適用することで、当初の目標を超える科学的成果を生み出すことを期待する。 
 


